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難聴児を対象とした、クラウド・ITを活用した 
プログラミング教育実習 

株式会社ミスターフュージョン 
香川難聴児親の会 

対象：聴覚障害児 
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実証モデルのねらいと設計の背景 １．実証モデルの概要 
 

実証モデルの狙い：IT人材の不足を補いつつ、 

           すべての人に創る力を与えること 

2017年時点で厚生労働省が発表している障害者総数は約788万人、 

IT人材は17万人不足すると言われております。 

  
障害者総数788万人のおおよそ2%強の人材を教育することができれば 

IT人材の不足を補うことができます。 
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実証モデルのねらいと設計の背景 １．実証モデルの概要 
 

難聴児を対象とした理由 

①海外で難聴児のプログラマーの事例がある 

 

②集中力があり、プログラミングの作業に向く 
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実証モデルのねらいと設計の背景 １．実証モデルの概要 
 

難聴児がプログラミングを行う上での課題 

①難聴による「聞こえ」の課題 

→聞こえていないのに聞こえている、分かっていないのに分かっていると 

思い違いをされることは少なく ありません。 

 

②長文の読解 

→難聴のため、長文で話しかけられると理解が追いつきません。 

単語と単語の掛け合わせて覚えるので、聞いたことと、理解したことが全く一緒 

ではない時があります。 
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実証モデルのねらいと設計の背景 １．実証モデルの概要 
 

難聴児の課題を解決するためのアプローチ 

①UDトークやコエトラなど「聞こえ」をカバーするツールを利用する。 

 

②ビジュアルプログラミング”スクラッチ”を活用し、 

「聞く」より「見る」ための授業を設計する。 
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実証モデルのねらいと設計の背景 １．実証モデルの概要 
 

現状のプログラミング教育の問題点 

①現状プログラミングを教えられる先生が非常に少ない 

 

②難聴児を理解した上でプログラミングを教えられるノウハウがない 

 

③健常児に対してもマンツーマンで授業を行うことが多く、 

障害をもった児童生徒に対して1対多数で行う授業が確立されていない 
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１．実証モデルの概要 
 

実施体制 

難聴児への実証を行うに当たっての体制図 

①難聴児への理解が高い難聴児親の会と連携を図る 
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１．実証モデルの概要 
 

実施体制 

実証の体制図 
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１．実証モデルの概要 
 

実施体制 

実証校・教育委員会との連携 

難聴児親の会を通じ、教育委員会・実証校とやり取り 
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１．実証モデルの概要 
 

スケジュール 
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2．メンターの育成 
 

概要 

メンターの属性 

①メンター属性：香川難聴児親の会会員 

 

②なぜ親の会を選んだのか：難聴児に対して理解が深く、会長である 

鎌田さんが元SEでありプログラミング普及に対して積極的であったため 

 

③育成人数：直近では3名 今年5名を育成予定 

 

④障害に応じた工夫：香川難聴児親の会で相談をしてもらい 

UDトーク・コエトラを活用 
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2．メンターの育成 
 

育成研修 

使用教材について 

ビジュアルプログラミングを活用し、オリジナルカリキュラムを考案 
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2．メンターの育成 
 

育成研修 

■1回目の授業用動画 

https://www.youtube.com/watch?v=-Xn5j87bSfg&feature=youtu.be 

研修方法について 
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2．メンターの育成 
 

育成研修 

■2回目の授業用動画 

https://www.youtube.com/watch?v=TSj2ZsUJE3w&feature=youtu.be 

研修方法について 

①全日程の研修動画を作成 

②その上で、宿題とTV電話で研修 

③授業前のロープレを開催 

授業前に上記①〜③を繰り返し、メンターに 

授業を行って頂く。 
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2．メンターの育成 
 

育成研修 

難聴児への接し方の注意点 

①難聴児に対しては教室内で極力大きな音を出さない 

②話すときにコエトラを携帯し、伝わってないときは活用する。 
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3.教材・カリキュラム 
 

教材の概要・特長 
（生徒用） 

①ビジュアルプログラミング 

”スクラッチ”を利用して、 

自社オリジナルカリキュラムを
構築。 
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3.教材・カリキュラム 
 教材の概要・特長 

（生徒用） 

②分からない生徒への 

動画を使用した授業 

▼動画リンク 

https://youtu.be/Izr-hjArsdk 
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3.教材・カリキュラム 
 

教材の概要（講師育成用動画） 

プログラミングとは何か・生徒への対応の
方法・授業のポイントがわかりやすく  
動画にまとめてあります。 

▼動画リンク 

第1回 https://youtu.be/-Xn5j87bSfg  

第2回 https://youtu.be/TSj2ZsUJE3w  

第3回 https://youtu.be/a5k4yjdaZtc  

第4回 https://youtu.be/cNv4VB4_gJc  

第5回https://youtu.be/HA0KuwUbphA 

https://youtu.be/-Xn5j87bSfg
https://youtu.be/-Xn5j87bSfg
https://youtu.be/-Xn5j87bSfg
https://youtu.be/TSj2ZsUJE3w
https://youtu.be/a5k4yjdaZtc
https://youtu.be/cNv4VB4_gJc
https://youtu.be/HA0KuwUbphA
https://youtu.be/HA0KuwUbphA
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4.実証講座 
 

実施概要 

講座の実施日程、会場 
日程 時間 場所 

1回目 11/12 13:00-14:00 サンメッセ香川 小会議室 

2回目 11/12 14:30-15:30 サンメッセ香川 小会議室 

3回目 11/25 13:00-14:00 リハセンター第二研修室 

4回目 11/25 14:30-15:30 リハセンター第二研修室 

5回目 12/24 13:00-14:00 高松市総合福祉会館 

参加児童数:12名 
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4.実証講座 
 

実施概要 

■講座各回の内容・ねらい 

講義内容 狙い 

プログラミングの基礎を知ろう  PC操作を理解する 

香川に伝わる伝説桃太郎のプログラミングで 
ゲームを作ろう  基本操作を知る 

香川に伝わる伝説桃太郎を使ってゲームを 
発展させよう  楽しみながらプログラムを覚える 

香川の名産を使ってどんなゲームを作るか 
考えよう・やってみよう  目標設定をして、逆算思考を養う 

作ったゲームを発表しよう プレゼンテーションスキルを養う 
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4.実証講座 
 

実施の様子 

第５回目の授業では目標設定シー
トを使用し、自分で考えたプログラミ
ングの発表会を行ないました。 

 

 

目標の設定 



総務省「若年層に対するプログラミング教育の普及推進」事業 成果発表会 

21 

4.実証講座 
 

実施の様子 

小学１年生のみさきこうだい君 

鬼を大きくするプログラミングを組みました。 

授業の動画 

https://youtu.be/p7bMxm0HukY 

発表会の様子 
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4.実証講座 
 

実施の様子 

保護者の声 
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4.実証講座 
 

実施の様子 

地元四国新聞に 

平成29年度総務省の障害児童
生徒を対象としたプログラミング  
教育実施モデル実証事業が採択
された記事が掲載されました。 

メディアへの掲載 
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4.実証講座 
 

児童・生徒の声 

・ちょっと難しかったけど、教えてもらって楽しく

なったので続けたくなりました。 

・スクリプトをいっぱい組み合わせてみたいな。 

・面白いから、今後もプログラミングを続けて

いきたい。 
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4.実証講座 
 

メンターの声 

・多少なりともプログラムの知識を持っている方が
対処しやすいが、加えて児童の現状等に対する
理解が必要不可欠になると感じた。 

・支援機器等の合理的配慮から実際のプログラミン
グ教育がどのようなものかを先行して経験できたこと
はメーカーとしても有意義であった。 

・海外と比べて日本の難聴児に対する対応手段が
限られていると感じていた中で、支援機器を用いて
論理的思考を耳から分かりやすく伝えるなど十分
理解できていると実感した。 
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4.実証講座 
 

実証校の先生方、参加児童・生徒の保護者から 

・授業中に分からないことやできないことがあれば
きちんと先生に伝えている姿を見られてよかった。 

・プログラミングから日本語の文法や順序・意味を
考えられることが良いと思った。 

・少しずつ指示を与えるブロックを選べる・探せるよう
になっていったところに成長を感じた。 

・プログラミングという存在を知れて、見るだけ・遊ぶ
だけではなく自分で動かすという目的でパソコンに触
れることを学習できていた。 

・このような体験から、子どもの文章能力や論理的
思考が身につく理由が少し理解できた。 



総務省「若年層に対するプログラミング教育の普及推進」事業 成果発表会 

27 

5.アンケートより 
 

メンター 

・海外では多様性（ダイバーシティ）を基本に、その子に合った対応を行っておりますが、
日本では難聴というひとくくりでの対応ではどうしても落ちこぼれる可能性が強いと思って
いました。今回のプログラミング教育実施モデル実証事業では参加者の補聴器・人工
内耳と言った様々な装用具を一人ひとり確認して実証事業を行わさせていただきまし
た。 

→昨今の現状分析と今後の対応をしっかりと見定め、私といたしましても今回参加させ
ていただいた事をしっかりと寄与できるように今後も対応させていただければと存じます。 



総務省「若年層に対するプログラミング教育の普及推進」事業 成果発表会 

28 

6.Findings 
 

成果 

実証モデルのよかったところ 

①目標設計シートを活用して、論理的思考の基礎を 

学ぶことが出来た。 

 

「なんで」を考えられたり、「なんで」を言えるようになる 

ことが児童生徒の成長に繋がったと考えられる。 
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6.Findings 
 

成果 

実証モデルのよかったところ 

①基本の操作を教える時間と、チャレンジ問題で 

自分でどうやったら問題が解けるのかを考える時間で 

分けることにより、基礎を覚え、分からないことを楽しみ 

ながら「なんで？」と考えて進められるようになった。 

という親の声をいただきました。 
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6.Findings 
 

成果 

実証モデルのよかったところ 

②メンターをしっかり育てたことで、今後難聴児親の会や 

地方で展開をしていく際に、メインで教えて育てていける 

ようになりました。 
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6.Findings 
 

課題 

実施を踏まえて明らかになった課題 

①現状のプログラミングを教える際には、１対１もしくは、１対少数の授業で 

一斉授業型を取っているところは少ない。 

一斉授業形式で行い、なるべく知識や経験の差が出ないように取り組んだが、 

理解が早く、授業の進行よりも早く進む子に対してのフォローが手薄になってしまった。 

 

②逆に、チャレンジ問題など基礎を行った後の応用に関しては、理解が遅れた児童・ 
生徒がカリキュラムについていけないなどの問題があった。 
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6.Findings 
 

課題 

実施を踏まえて明らかになった課題 

③講師が早口になってしまうと、生徒の聞き取りづらさが増すので、 

健常児に比べて、1.5倍ゆっくり話すことを心がける必要がある。 

 

④UDトークも同じく、スライドが早く流れてしまうと、 

文字を追いかけられないので、こちらもゆっくりとスライドさせることを 

心がける必要がある。 
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6.Findings 
 

課題 

実施を踏まえて明らかになった課題 

①目標設計→基礎→チェック→応用→発表など、カリキュラムの順番を変えたほうが理解が増す。 
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7.モデルの普及・横展開のための活動 

モデルの普及や横展開について 

①香川難聴児親の会での普及 

 

②企業のCSRとしての普及活動 
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7.モデルの普及・横展開のための活動 

香川難聴児親の会での普及 

①難聴児親の会のコミュニティの中で、興味のある方を募る 

 

②やりたい方がいた場合、香川難聴児親の会で行ったカリキュラムや 

ノウハウをお渡しし、テレビ会議などで教育を実施する。 

 

③事前に難聴児の親に聞いた際に興味がある方が多かったので、 

DMを流しコミュニティ内でまずは広げていく 
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7.モデルの普及・横展開のための活動 

企業のCSRとしての普及活動 

①ミスターフュージョンで行っているプロスタキッズ加盟校に対して、 

総務省の実証実験で行ったカリキュラムを無償で提供 

 

②企業のCSRとして、難聴児向けにプログラミング教室を行いたい方向けに 

研修を実施し、難聴児に対する対応方法などを伝える 

 

③お問合わせがあり、難聴児向けに事業を行っている方向けにもカリキュラムを 

お渡ししていく予定です。 
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8.教育委員会・教員の皆様へ 

教育委員会・教員の皆様へ 
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8.教育委員会・教員の皆様へ 

現状の教育機関との取り組み 

佐野日大にてプログラミングの授業を生徒へ行い、 

生徒が小学生にプログラミングを教える授業を展開中 
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8.教育委員会・教員の皆様へ 

URL:http://high.sanonihon-u-h.ed.jp/index.php?key=joy633bod-752 
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8.教育委員会・教員の皆様へ 

今後も難聴児向けのプログラミングのカリキュラムを 

発展させていくため、事業に取り入れたいなどの声があれば 

ぜひ、お声掛けください！ 
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8.教育委員会・教員の皆様へ 

こんな事が提供できます！ 

①難聴児向けのカリキュラムや研修動画の提供 

 

②カリキュラムや研修動画のブラッシュアップ 
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8.教育委員会・教員の皆様へ 

■難聴児向け実証事業 ご相談窓口 

 
ご質問などございましたら、お気軽にお問合わせください。 
 

📞03-5495-7355 
📩yamada@mrfusion.co.jp 
受付時間 平日10:00～18:30 
 担当：山田 菜々子 


